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○君円中学校で探烏会ほか 長年、生け花を指導している石 じ嬢箔伽侭齢;鰍

園 雪塚たみ子さん(東ﾎm)とその門下生

7人が、高萩駅(写真上)や郵便局に

定期的に花を生けて、訪れる市民の目を楽しませています。み

なさんは生け花の教授の資格を持ち、生ける順番は花の様子を

見ながらで、費用は各自が負担します。薑は暑さのため花が3

日間ほどしかもちません。この活動は平成2年から続けていま

す。 「通勤などで急いでいる人たちが､少しでも目を止め心を和

ませることを願って、毎回心を込めて生けてます」と石塚さん。

10行政ニュース ．．………････

市町村合併⑤(3市1町の使用料等の比輔)…11

12情報宅配便・…．．…｡｡…･…

○「家庭菜園」を楽しむ家庭を募集

○犬の登録と狂犬病の予防接種



分の1に減少
ｙ
臘
驚
鷺
驚
＃
＃下

水
道
は
家
庭
の
台
所
や
水
洗
ト
イ
レ
か
ら
出
た
汚
れ
た
水
を
、
き
れ

い
に
し
て
海
へ
戻
す
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
高
萩
市
で
は
、

昭
和
五
七
年
度
か
ら
日
立
市
、
十
王
町
と
い
っ
し
ょ
に
下
水
道
整
備
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
で
二
二
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
整
備

の
途
中
で
す
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
下
水
道
管
の
埋
設
や
各
処
理
施
設
・
ポ

ン
プ
施
設
の
整
備
な
ど
に
膨
大
な
予
算
と
時
間
が
か
か
る
た
め
で
す
。

今
月
号
で
は
、
自
然
に
や
さ
し
く
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
下
水
道
整
備
事
業
の
現
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

諦
醇
銅

睦
「

谷地川(関根川との合流点）
1 1

昭
和
五
八
年
に
国
の
認
可
を
受
け
て
工
事

が
始
ま
り
、
平
成
三
年
度
ま
で
に
行
わ
れ
た

第
一
期
整
備
事
業
で
は
、
駅
東
と
駅
西
地
区

の
市
街
地
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
か
ら
の
第
二
期
整
備
事
業
で

は
、
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
内
の
地
区

と
安
良
川
の
一
部
が
平
成
七
年
度
ま
で
に
完

了
し
ま
し
た
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
第
三
期

整
備
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
な
か

っ
た
地
区
の
う
ち
で
人
口
が
密
集
し
た
地
区

を
中
心
に
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
一
五

年
度
中
に
は
完
了
の
予
定
で
す
。

平
成
一
三
年
度
末
現
在
で
、
水
洗
化
が
可

能
な
家
庭
は
約
九
、
二
○
○
戸
に
な
り
ま
し
た

約
九
、
二
○
○
戸
が

水
洗
化
可
能
に

，

槌

ー

を

霧
二
回
一
国
■
■
ロ
■
回
呵
■
口
内
噸
爽
制
麺
掴
咽
岨
口
氾
畑
噸
報
岻

下
の
表
と
グ
ラ
フ
は
、
谷
地
川
の
平
成
元

年
か
ら
同
一
四
年
ま
で
の
水
質
汚
染
の
指
標

と
な
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
谷
地
川

は
、
駅
西
や
駅
東
地
区
な
ど
市
街
地
か
ら
出

さ
れ
る
生
活
排
水
な
ど
が
集
中
し
て
い
た
川

で
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
前
は
全
国
で
も

屈
指
の
汚
れ
た
川
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
平
成
元
年
に
見
ら
れ
る
一
九
・
五
ｍ

と
い
う
数
字
に
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
に

下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
グ

ラ
フ
は
下
降
線
を
た
ど
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
下
水
道
を
利
用
す

る
家
が
増
え
て
、
生
活
排
水
が
川
に
流
れ
込

ま
な
く
な
っ
た
大
き
な
現
れ
で
す
。

こ
の
谷
地
川
が
合
流
す
る
関
根
川
で
は
、

近
年
、
サ
ケ
の
遡
上
や
小
魚
を
求
め
て
水
鳥

も
集
ま
る
な
ど
、
多
く
の
生
き
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
下
水
道
の
果
た
す
役
割
は
、

身
の
周
り
の
環
境
を
良
く
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
周
辺
地
域
や
そ
の
ま
ち
全
体
の
環
境
を

良
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
下
水
道
が
環
境
に
果
た
す
役
割

は
と
て
も
大
き
く
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
役
割

は
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
環
境
が
向
上

（
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
壷
塊
１
５
５
９
５
）

藩
､野

ー
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4谷地川のBOD(生物化学的酸素要求量）の推移
単位:ppm)
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平
成
一
三
年
度
末
現
在
、
市
内
の
水
洗
化

家
屋
は
約
七
、
八
○
○
戸
で
す
。
こ
れ
を
、

処
理
区
域
内
で
下
水
道
を
使
っ
て
い
る
人
口

の
割
合
を
示
す
水
洗
化
率
で
表
わ
す
と
、
約

八
○
％
に
な
り
ま
す
。
十
王
町
の
約
八
五
％
、

日
立
市
の
約
九
六
％
と
比
較
し
て
高
萩
市
の

水
洗
化
率
の
低
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
水

洗
化
し
な
い
、
あ
る
い
は
で
き
な
い
理
由
も

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
下
水
道
へ
つ
な
ぐ

こ
と
は
周
辺
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
と
理

解
さ
れ
、
ぜ
ひ
一
日
も
早
い
水
洗
化
に
ご
協

力
を
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
低
い

高
萩
市
の
水
洗
化
率

４

多
一
一
一型

識ら
認鷲

…
＝ー .一△.

認

》
一

ｰ

鷺■

一

＝
△

一
・
“
…
令
口
今

，
筆
●

里 一 垂ム
ー ー

ニ〆 、会"‘裳≦：
▲

海へつながう･で
弓■‐･=一

－全

． .. 省 ._

家庭がらの排求I圭
副里心二 ． ．

Ｄ
」
一

清潔で快適 融資あっせん制度(無利子)をご利用ください

供用開始地区内に家屋を所有している人は、法律によって供用

開始の公示後3年以内に水洗化（下水道への接続）をしなければ

なりません。この期間内に水洗化工事を行う人には無利子の改造

資金融資あっせん制度が設けられていますので、期間内に水洗化

するようお願いします。

ー

指定工事人にお気軽に相談ください望』鍵誌÷
下水道組合が技術基準を満たす者として指定した排水設備指定

工事人は、現在100社あります。指定工事人以外の者が水洗化工

事を行うことは禁じられていますので、確認の上、工事の設計・

施工・見積りなどについてお気軽に相談してください。
石森フヂさん(秋山）

昨年9月から下水道を使い始めていま

す。清潔でにおいもなく、想像していた以

上にすばらしい使い心地です。使用料金が

高いという人もいますが、水の使い方次第

です｡わが家ではあまりかかっていません。

これまでと違って、親戚や害を家に招くと

きにも気兼ねがなくなりました。生活排水

が流れていた側溝も雨水だけが流れるよう

になり、清掃作業が楽になりました。

孫たちが成長してからもこの環境が続く

と思うと、うれしいですね。

撒下水道は正しく使いましょう

宅地内の配水管や汚水ますの管理は、個人負担になります。下

水道を正しく使用していると詰まりなどの心配はありません。

・野菜くずや布切れ､ビニール類､食用の油を流さないでください。

・水洗トイレにはトイレットペーパー以外は使わないでください。

ー

訪問による下水道の点検・清掃にご注意を

最近、宅地内の配水管や汚水ますの点検･清掃について、業者が

下水道組合から依頼されたといって訪問しているようですが､下水

道組合ではそのような依頼をしていませんので､注意してください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●

下
水
道
工
事
中
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
左
図

の
地
域
で
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
原
則
的
に
３
年
以
内
に
く
み
取
り
ト
イ

レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
た
り
、
台
所
や

風
呂
な
ど
の
雑
排
水
を
下
水
道
へ
流
し
た
り

す
る
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
工
事
は
お
早
目
に
下
水
道
指
定

工
事
人
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
幅
年
３
月
訓
日
に
供
用
開
始
に
な
る

地
区
（
左
図
の
網
か
け
の
部
分
）
大
字
安
良

川
の
一
部
。

▼
問
合
せ
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水

道
組
合
盗
犯
５
５
９
５

供
用
開
始
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

３
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を

3
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爵噌議職議：勵鱒ら見た高萩』が今月号
癖欝

このシリーズに写真と文を提供していただいた柏義夫さん（高萩）

は、これまで『花貫ダム』 （昭和59年)や『空から見た郷土高萩』 （平

成元年)、そして昨年は炭鉱の歴史を綴った『俺たちのヤマ』など

数々の写真集を出版されています。

令月号では、柏さんのインタビューをとおして、写真との出会いや

航空写真を撮るようになったきっかけなどを伺いました。

見
え
る
市
街
地
の
様
子
を
毎
年
元
旦
に
写
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
こ
の
定
点
撮
影
は
、

今
で
も
続
い
て
い
ま
す
．

▼
そ
の
後
、
航
空
写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

［
柏
］
あ
る
時
、
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が

校
庭
に
並
ん
で
航
空
写
舅
を
撮
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
．
そ
の
写
舅
を
見
た
と
き
、
ま
ち

の
姿
を
記
録
す
る
に
は
航
空
写
真
が
い
い
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
．

初
め
て
飛
ん
だ
の
は
二
四
・
五
年
前
で
、

最
近
で
は
平
成
一
一
一
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の

間
一
一
五
回
ほ
ど
飛
ん
で
い
ま
す
．

▼
毎
年
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
る
の
で
は
、
い

ろ
い
ろ
と
大
変
で
す
ね
．

［
柏
］
そ
の
通
り
で
す
。
毎
回
の
こ
と
で
す

が
、
何
と
言
っ
て
も
お
金
が
大
変
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
天
候
の
問
題
で
す
ね
。
は
じ
め
の

こ
ろ
は
、
調
布
の
飛
行
場
を
離
発
着
す
る
飛

行
機
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
調
布
は
晴

れ
て
い
て
も
高
萩
に
来
た
ら
一
雲
っ
て
い
て
撮

影
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

▼
は
じ
め
に
、
写
真
に
興
味
を
も
っ
た

き
っ
か
け
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

［
柏
］
合
か
ら
五
○
年
ほ
ど
前
に
な
り

ま
す
が
、
当
時
小
学
校
の
教
師
を
し
て

い
た
こ
ろ
、
社
会
科
の
授
業
で
使
う
た

め
に
ま
ち
の
様
子
や
い
ろ
い
ろ
な
施
設

を
写
真
に
撮
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
う
ち
に
ま
ち
の
移
り
変
わ
り
を
残

し
て
み
よ
う
と
思
い
、
高
萩
高
校
か
ら

柚
ま
ち
を
写
真
で
記
録
す
る

ー

震
高
萩
の
ま
ち
は
と
て
も
き
れ
い
で
し
た

い
函
圃
◆
随
や
■

令
厩
半
功
◆
垣
干

▼
こ
れ
ま
で
の
撮
影
で
気
付
い
た
こ
と
な
ど

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

［
柏
］
印
象
に
残
る
の
は
、
初
め
て
飛
ん
だ

時
で
す
ね
．
広
い
海
や
白
砂
の
海
岸
、
そ
し

て
海
岸
に
沿
っ
て
連
な
る
松
林
が
と
て
も
き

れ
い
に
見
え
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
時
、
「
高
萩
は
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
ま

ち
な
ん
だ
」
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
ね
．

▼
こ
の
一
一
五
年
ほ
ど
の
間
に
、
高
萩
の
町
も

大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
で
し
ょ
う
ね
。

［
柏
］
確
か
に
そ
う
で
す
ね
．
以
前
は
炭
鉱

の
様
子
、
続
い
て
海
岸
の
風
景
、
そ
し
て
最

近
で
は
新
し
い
家
並
み
や
郊
外
型
の
商
業
施

高戸大橋付近の移り変わり こ
ん
な
思
い
を
し
て
も
続
け
て
き
た
の
は
、

毎
日
の
よ
う
に
変
化
し
続
け
る
ま
ち
の
姿
を

今
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
後
押

し
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

霞
]当窺

鐘

篝
率

蕊
一
）

蕊

露

蒋識
識ﾉヌ

設
の
進
出
な
ど
、
飛
ぶ
ご
と
に
大
き
く
ま
ち

の
姿
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
写
真
（
左
下
）
は
、
平
成
元
年
と
同

一
二
年
の
高
戸
大
橋
周
辺
の
航
空
写
真
で

す
。
田
畑
の
風
景
の
中
に
県
営
住
宅
や
商
業

施
設
が
で
き
て
大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
て
き

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
．
航
空
写
真
は
、

時
の
動
き
を
見
て
分
か
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

◇

▼
こ
れ
か
ら
も
航
空
写
真
を
撮
っ
て
い
く
予

定
が
あ
り
ま
す
か
。

［
柏
］
経
費
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

定
点
撮
影
も
そ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

活
動
は
長
く
続
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
．
私
の
撮
っ
た
写
真
が
、
数

十
年
後
の
後
世
の
人
た
ち
に
と
っ
て
自
分
の

ふ
る
さ
と
を
見
直
す
一
つ
の
資
料
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
ね
．

蕊＃

蕊

患
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銀蝿人権擁護委員が再任されました 茨
城
県
自
治
功
労
賞

を
受
賞

佐
川
順
一
郎
さ
ん

鈴木廣美さん(上君田)と大森啓三さん(高戸)が、

人権擁護委員として再任されました。任期は、

平成15年1月1日から3年間です。

なお、 この二人のほか、市では岡野邦弘さん

(上手綱）と大部智江さん仲戸111)、大和田絹恵さん

(本川)が人権擁護委員として活躍されています。

"鴎"蕊1蝋‘_｡#電。
…

』

錐

〆､

大
能
一＝

ミ

鈴木廣美さん
人権擁護委員は…

1自由人権思想に関する啓蒙及び宣伝。

2民間における人権擁護運動の助長。

3“人権侵犯事件について、その救済のために調

査や情報の収集を行い、関係機関への勧告等

適切な措置を講ずること。

4.貧困者に対し、訴訟援助その他の人権擁護の

ための適切な救済方法を講ずること。

5.その他、人権の擁護に努めること。

などを職務に、法務大臣が委嘱しています。

■市民課冠23-2116

佐川さんは、昭和58年から常設委

員として農業行政の発展に寄与さ

れ、平成7年からは同委員会の副会

長として尽力されています。 また、

平成3年からは固定資産評価審査委

員会委員に委嘱され、現在は同委員

会の会長として活躍されています。

[喜びの声］これまで活動してこれ

たのは、多くのみなさんに支えられ

てきたおかげです。そのみなさんに

感謝の気持ちでいっぱいです。
大森啓三さん

ー

塗ﾆﾌGFC生（グッド｡フレンド･コミュニティ）活動GFCりんかいブﾛｯｸが
’
1

識

陸． ！

奮瀞

Ｆ
Ｃ
は
、
正
式
名
称
を
グ
ッ
ド
・
フ
レ
ン

ハ
ロ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

は
産
業
振
興
と
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

高
萩
市
を
含
む
県
北
西
部
地
域
の
一
八
市
町
村
に

よ
り
構
成
さ
れ
た
（
財
）
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興

機
構
の
人
材
育
成
事
業
と
し
て
昭
和
六
二
年
に
組

織
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
行
政
単
位

を
超
え
た
近
隣
市
町
村
の
若
い
人
た
ち
が
、
共
に

力
を
合
わ
せ
な
が
ら
自
ら
の
発
想
に
よ
る
新
し
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
具

体
的
な
活
動
で
は
、
一
八
市
町
村
を
五
つ
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
萩
市
を
は
じ
め
北
茨
城
市
と
十
王
町
の
二
市

一
町
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
圏
唯
一
の
海
を

持
つ
特
性
を
生
か
し
た
「
り
ん
か
い
ブ
ロ
ッ
ク
」

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
高
萩
市
の

一
一
人
を
合
わ
せ
て
全
部
で
三
一
人
。
こ
れ
ま
で

は
、
「
日
本
一
き
れ
い
な
砂
浜
に
し
よ
う
」
を
テ

ー
マ
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
漁
船
を
使
っ
た
海
岸

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
み
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

噸 ﾄﾐ

′I

恥
懲

玲

子

串蟻

癖
鰯

蕊

ー

蕊 爵

会
員
な
ど
約
四
○
人
が
参
加
。
地
元
の
港
に
上
が

っ
た
魚
を
利
用
し
て
場
か
ま
ぼ
こ
を
製
造
し
て
い

る
（
株
）
ミ
ッ
ウ
ロ
コ
食
品
の
様
子
や
天
心
記
念
美

術
館
の
企
画
展
を
見
学
し
た
後
、
代
表
的
な
地
元

料
理
と
な
っ
て
い
る
「
あ
ん
こ
う
の
ど
ぶ
汁
」
を

賞
味
（
写
真
上
）
す
る
な
ど
、
北
茨
城
市
の
産
業
や

文
化
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
交
流
事
業
に
参
加
し
た
高
萩
地
区
代
表
幹

事
の
村
田
純
一
さ
ん
（
大
和
町
）
は
、
「
高
萩
・
北

茨
城
・
十
王
の
二
市
一
町
は
、
同
じ
よ
う
な
生
活

圏
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

や
文
化
な
ど
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

今
回
初
め
て
食
べ
た
「
ど
ぶ
汁
」
は
、
水
を
一
滴

も
使
わ
な
い
作
り
方
に
驚
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

上
に
味
が
絶
品
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
周
辺
の
ま
ち
を
も
っ
と
理
解

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も

っ
と
多
く
の
若
い
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

を
見
直
す
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

二
市
一
町
の
交
流
事
業
に
取
り
組
み
、
穂
積
家
住

宅
や
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
（
北
茨
城
市
）
、
鵜
の
岬
国

民
宿
舎
（
十
王
町
）
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
や
町
の
姿
を
理
解
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

二
哩
謹
濠
縦
跳
噺
誰
蝿

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

口
対
象
者
二
○
歳
以
上
の
男
女
。

口
活
動
内
容
年
間
二
～
三
回
の
交
流
事
業
な
ど
。

口
申
込
企
画
政
策
課
あ
て
電
話
で
申
し
込
み
。

■
問
合
せ
企
画
政
策
課
冠
二
三
’
’
二
一
八
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